
 

令和２年度若者の社会参加促進事業プランの実践 

 

【東青地区（青森市）】 

＜企画事業の実践①＞ 

○期日：7/22(水) ○会場：CAFÉ&BAR WAYAWAYA（青森市） ○参加者：10名 

○内容：ＳＮＳネイティブ世代のためのスキルアップ講習会 

       元ドコモショップ店員の YouTuber「山 d さん」をオンライン講師にお招きして、Ｓ

ＮＳ等の活用を幅広く促すプレゼンテーションを円滑にするために、コミュニケーシ

ョン能力を高めたり、コーチングを学んだりする講習会を開催した。参加者は、相手の

理解を得るための留意点や「ちょっとしたコツ」などを、実際の経験談を聞きながら学

ぶことができた。 

 ＜企画事業の実践②＞ 

○期間：7～12月 ○会場：CAFÉ&BAR WAYAWAYA（青森市） ○参加者数：5名   

○内容：ネット活用に関わるワークショップ 

    ＳＮＳ活用の技術を高めるほか、インターネット等を活用する上で必要なネットリ

テラシーや ZOOM、YouTube 等の動画活用の勉強会を開催した。講習会や勉強会で学ん

だことを生かし、様々な YouTube 動画を作成することで、動画活用のスキルアップに

つながった。 

 ＜企画事業の実践③＞ 

○期間：11～12月 ○会場：CAFÉ&BAR WAYAWAYA（青森市） ○参加者 5名  

○内容：プレゼンテーションを円滑に進めるためのリーフレット作成 

実行委員のほか、ワークショップ等への参加者が、伝達講習等を自前でできるインス

トラクターとなるためのリーフレット（「基礎ＩＴ講座」・「ＳＮＳ活用講座」）を作成し

た。また、Webサイトを制作し、本事業の取組を紹介するとともに、ＩＴの知識やリテ

ラシーの知識を共有できるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【中南地区（黒石市）】 

 ＜企画事業の実践①＞ 

○期間：8～11月 ○会場：青森駅前公園 ○参加者：延べ 20名 

○内容：バイオマス素材で持ち歩きやすく加工したゴミ袋の配布 

     街で「ふと目に入ったゴミをすぐ拾えること」や「ポイ捨て防止」、「環境にやさし

いこと」を若者がアピールし、青森を「気づいたらきれいにしていること」を多くの

県民に実感してもらうため、約 2,000 枚のゴミ袋を配布し、本事業における取組を

紹介した。 

＜企画事業の実践②＞ 

○期間：10～12月 ○会場：青森駅・五所川原駅周辺 ○参加者：延べ 15名 

○内容：おさんぽビンゴなゴミ拾い 

     ビンゴゲームをアレンジし、通常数字が記載される枠に「空き缶」や「タバコの吸

い殻」等のイラストを付し、ゲーム要素を盛り込んでゴミ拾いを行った。ゲーム要素

を盛り込むことで、子どもをはじめとする参加者が楽しみながらゴミ拾いを行った。 

 ＜企画事業の実践③＞ 

○期日：10/31(土)、12/5（土）  

○会場：八戸ニューポート（八戸市）、立侫武多の館（五所川原市）  

○参加者：延べ 15名 

○内容：＋α「デレッキ」ワークショップ 

     ゴミ拾い用「デレッキ」を自由にデコレーションし、子どもから大人まで自由な発

想で「世界に一つだけのデレッキ」を制作した。普段よりも前向きにゴミ拾いをした

くなる気持ちが醸成され、地域住民のゴミ拾いに対する意欲が高まった。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【三八地区（三戸町）】 

 ＜企画事業の実践＞ 

○期日：10/23(金) ○会場：三戸町城山公園内糠部神社拝殿 ○参加者：53名 

○内容：城山公園 ナイトアコースティックライブ 

     新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、三戸町民が楽しみにして

いた「さんのへ春まつり」と「さんのへ秋まつり」が中止になったことから、新たな

地域イベントとして、アマチュアバンドによるアコースティックライブを城山公園

内旧県社糠部神社拝殿にて開催し、翌年以降の継続開催に道筋をつけ、町民が楽し

める機会を創出した。 

  

 


